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＜患者様連絡事項＞

・本田　英之様～本日14：00～下平SW・病棟スタッフ付き添いにてデイケア・青山荘見学へ行かれています。本人は好印象を持った様子で、「これで

　　　　　　　　光が見えてきた。」と話しています。今後の生活設定への援助を

　　　　　　　　すすめると共に、御家族へもデイケア･青山荘の見学を勧めていき

　　　　　　　　ましょう。

・大上なみ様～本日小坂Dr診察あり、脱肛部の変化認められないことからネリプロ

クト軟膏7日分処方となっています。肛門部の観察・確認と保清への

　　　　　　　認識を深められるよう関わっていきましょう。

＜Dr安ヶ平診察報告＞

・小比類巻　昇様・船場　幸子様～本日問診時、入院形態変更（医療保護入院→任意入院）について主治医より説明があり、同意書にサインを頂いています。

・滝田　英人様～本人より「睡眠パターンが不安定で寝れる時もあれば明け方になる

　　　　　　　　まで寝れない時があって検討がつかない」と話しています。主治医より服薬調整について本人に確認した所「フラツキが強くなる。」と拒否しています。現在、睡眠状況の不安定さが見られています。

また、服薬についての認識に乏しい面があります。夜間の睡眠状況、日中の病棟日課の取り組み状況についてを観察・確認しながら、服薬及び薬剤調整を含めた症状管理についての認識を深められるよう。

　　　　　　　　関わっていきましょう。

・元沢　政治様～本人より正月外泊希望ありました。今後正月外泊について御家族へ連絡し確認していくこととします。

・上村　みわ様～本日主治医診察を拒む事はありませんが「院長の声で‘午後の15：30に166センチまで身長が伸びて、14；30に退院する’と聴こえた。」と話されています。主治医より現実ではない事を伝えられていますが、「いえ、本当です。」と話しています。日課は支障なく取り組んでいますが冴えなさあり、服薬の際充分水を含まず、コップに口をつけたまま服用しています。服薬についての認識に欠けていると考えられますので、服薬状況について観察・確認していきましょう。

　　　　　　　　併せて疾病への認識を深める事が出来るよう関わっていきましょう。

・三上　勇様～診察にて「みやこ町の町長が12月に迎えに来る。その前に警察が来きて正月外泊について教えに来る。」と話しています。保護者・協力者がおらず、年末外泊する場所（自宅等）がない状態です。外泊できない事への不安等により問題行動（離院・粗暴行為）に至ることが考えられますので、日中の過ごし方や所在、夜間の睡眠状況の観察・確認を

　　　　　　　していきましょう。又、年末年始の過ごし方について関わっていく

必要もあると思われます。

＜注目患者様ケア状況＞

・小比類巻　昇様～11/22に下平SWと今後について検討しています。御家族は1週間に1回の送り迎えはできないとご本人へ伝えています。そこで、

　　　　　　　　　①自宅と病院間のバス利用の訓練を行った後退院。

　　　　　　　　　②活動場所等を全て御家族に任せる。

　　　　　　　　　③青山荘入所してバス利用の訓練を行う。

　　　　　　　　　①～③の選択肢の中から本人に選んで頂いています。本人は①を希望され、本人の希望に沿えるようにケアプランを立てる事を伝えています。又、青山荘入所を促すが本人より「行く意味がない」と話されています。移動方法を確認した上でスタッフと一緒にバス・電車の乗り換え・時刻表の見方など確認をしながら移動訓練を行うこととします。又、交通機関の利用方法を含めた生活能力を評価しながら、本人へフィードバックし現実検討を促していくこととします。

・坂本　秀男様～「家の事を考えると悲しくなるから。」と言われ、家庭についてあまり話しをしたがらず、家族と交流を持つことに消極的です。

　　　　　　　　　ケアプランについて担当スタッフと本人で話し合った所「病棟で生活する上では健康第一」と話されています。月1回はランチ外出を勧める等、家族関係が希薄にならないよう援助していく必要があります。現在疾病教室にてステップアップコースを行っていますので、終了後、症状管理についての認識を評価・確認していきましょう。又、本人・御家族の意向の確認した上で、今後への生活設定へのケアを検討していく必要があります。

・沢田　三朗様～半年に1回の外泊訓練から月1回の外泊訓練にした所本人より「家

にも慣れてきたから良かった」と話されています。外泊の目標を話し合っていますが、先月と同じく「玄関掃除をしてくる」と話され、他に何か1つやることを増やすように促しますが、「疲れるからいい」と拒否されています。今後も外泊状況の確認しながら今後の生活設定への認識を深められるよう関わっていきましょう。

＜クリスマス会について＞

クリスマス会の企画書の決裁が下りました。今後患者様・スタッフ演芸について検討していきます。サポートスタッフは夕食会の企画書を作成し、阿部GOMへ提出するようにして下さい。


































